
( 2 )，( 3 )．A-USC プラントでは 700℃超の蒸
気を用いる．その結果，A-USC ボイラでは高位発熱

．ୈ 1 ਤに各種ボイラ材料
の 100 000 h クリープ破憎 

( 3 )． 100 000 h

与 ，( 6 )

．2014 年か
らは，実缶試験に向けた設計・製造を行い，2015 年から

A-USC ボイラ向け Ni 基合金のクリープ破断強度に及ぼす
冷間加工の影響

Effect of Cold Working on Creep Rupture Strength of Ni-Based Alloys for A-USC Boilers

塩　田　佳　紀 資源・エネルギー・環境事業領域ボイラ SBU ボイラ設計部　博士（ 工学 ）

久布白　圭　司 技術開発本部基盤技術研究所材料研究部　主査　博士（ 工学 ）

野　村　恭　兵 技術開発本部基盤技術研究所材料研究部　博士（ 工学 ）

大　熊　喜　朋 資源・エネルギー・環境事業領域ボイラ SBU 基本設計部　主幹

中　川　博　勝 資源・エネルギー・環境事業領域ボイラ SBU ボイラ設計部　部長

A-USCボイル NiSC



80IHI技報　 Vol.59  No.1 ( 2019 )

2016 



81IHI 技報　Vol.59  No.1 ( 2019 )

リープ破断強度は，長時間側で低下する可能性がある．そ
のため，冷間加工を施した Ni
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め，短時間試験で明らかにした Ni 基合金の強化メカニズ
ムが 10 000 h 以上の長時間試験においても発現するかを
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( a )　ミクロ組織 無ひずみ材 ( b )　ミクロ組織 30％予ひずみ材

5 µm 5 µ










